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はじめに

志木市教育委員会

教 育 長 秋 山 太 蔵

このたび、 平成元年度の志木市遺跡群発掘調査の成果を報告書として刊行す

ることができたことを喜ば しく思います。

志木市は、埼玉県の南東部に位置し、市内の地形は大まかに、市域中央を流

れる新河岸川 を境に西側が武蔵野台地と呼ばれる洪積台地、東側が荒川の形成

した沖積地である荒川低地に分かれます。こうした 自然環境の下、洪積台地の

縁辺には埋蔵文化財の包蔵地が少なからず存在し 、また、荒川低地にも馬場・

宿遺跡のよう な台地下での存在が徐々に分かつてき ました。

特に、埋蔵文化財の包蔵地の集中する洪積台地上の志木市本町・柏町・幸町

地区は、市街化の最も激 しい地域で、もあります。本来、これら の貴重な文化財

は完全な形で保護 ・保存し ていくことが望ま しいのですが、市教育委員会では

各種の開発に伴う埋蔵文化財の保存に関しては、主に発掘調査による記録保存

で対処しております。

そこで、今日においては何よりも、開発と文化財保護それぞれの重要性を理

解 した上で、双方が円滑に事業を進めて行吋るよう努力することが必要であろ

うかと考えております。

志木市では昭和62年か ら、個人専用住宅建設者に対する発掘調査費用の負担

軽減を図り 、同時に埋蔵文化財の重要性を理解して頂く ために、国庫及び県費

の補助金の交付を受けて調査を進めております。平成元年度は、確認調査・発

掘調査を併せ、 18ヵ所をかぞえ、多大な成果をあげた ものと信じております。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、文化庁 ・埼玉県教育委員会なら

びに地元の多くの方々のご指導・ご協力に深く 感謝する とともに、本書が郷土

の歴史研究のために広く活用されて頂ければ幸いに存 じます。



例 舌
口

1 .本書は、埼玉県志木市内に所在す る遺跡群の、平成元年度の発掘調査報告書である。 

2.発掘調査及び整理作業は、志木市教育委員会が主体と なり、国庫及び県費の補助金の交付を受

け、平成元年 4月 3日より平成 2年 3月31日まで実施 した。 

3.本書の作成は志木市教育委員会が行い、編集は尾形則敏が担当した。また、執筆は下記のよう

に分担した。


第 1 ・ 2章 佐々木保俊 第 3章 尾形則敏


4.挿図版の作成は執筆者が行ったが、金野照子・深井恵子の協力を得た。 

5.本書の遺構 ・遺物の挿図版の指示は、以下のとお りである。

0挿図版の縮尺は、 それぞれに明記 した。 

0遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。また、ピット ・掘り込み内の数値は、床面も 

しくは確認面か らの深さを示し、単位は cmである。 

0遺構挿図版中のド ット は遺物出土位置を示し、 その番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する。 

0遺構の略記号は、以下のとおりである。 

H=古墳時代 ・平安時代住居跡、 0=土坑 

0遺物挿図版中の網点スクリ ント ーン は基本的に赤彩範囲を示すが、土器番号下に黒彩とある

ものは、黒色土器の黒彩範囲を示す。 

6.調査組織

調査主体者	 志木市教育委員会


教 育 長 秋山太蔵 


事務局次 長 大西 弘(~平成 2 年 3 月)


星野昭次郎(平成 2 年 4 月~ )


社 会 教 育 課長 白砂正明

社会教育係 長 山中政市

社会教育課主査 下河辺信行

主任 佐々木保俊 ・佐藤浩之


主事 尾形則敏 ・前川美香


発掘担 当者  佐々木保俊 ・尾形則敏

7.各遺跡の発掘調査及び整理作業・報告書作成には、以下の諸機関・諸氏のご教示 ・ご援助を賜

った。記して感謝する次第である	 (敬称略)。

埼玉県教育局指導部文化財保護課 ・埼玉県立博物館 ・埼玉県立歴史資料館 ・埼玉県立さきたま 

資料館・ 埼玉県立埋蔵文化財セン ター・ (財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団・志木市立郷土資

料館・ 志木市立志木第三小学校 

会田 明 ・浅野晴樹 ・麻生 {憂・荒井幹夫 ・飯田充晴・石井 寛・井上洋一 ・梅沢太久夫 ・
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根本 靖・野沢 均・早坂康人・藤波啓容・松本 完 ・松本富雄 ・宮瀧由紀子 ・柳井章宏・

和田晋治・渡辺邦仁 

8.発掘調査及び整理作業参加者

調査補助員(発掘調査及び整理作業)

金野照子・深井恵子

発掘協力員

内野美津江・小野説子 ・鹿沼美智子・清水加代・宮本田ず子 ・村井京子 ・本橋枝美子

整理協力員
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第� 1章 平成元年度調査成果の概要

第� 1節調査に至る経過

志木市は、埼玉県の南東部に位置し 、その地形は大略、北東部は荒川 (旧入間川)が形成した荒

川低地、北西部は柳瀬川が開析した低地となり、南部はそれらの低地に挟まれ るように舌状に突出

した台地となる。この台地は武蔵野台地の先端部にあ たり、 市域の遺跡の大部分は台地縁辺部に存

在する O

当市は、都心へ25kmという距離に位置し、交通の便もよいため、都心近効のベ ッド タウンと して、

昭和40年前後から急激に人口増加 して きた が、これに伴 い各種開発行為も増大し できた。現在、そ

の現象は以前程ではないが、それでも住宅建設を中心と した開発行為は少なくなく 、これが埋蔵文

化財包蔵地におよぶことも多々でできている。このような 中で、教育委員会は文化財行政 を行って

ゆく うえ で、埋蔵文化財を保護 ・保存 してゆくのが重要な課題となってい るが、これに対 しでは主

に記録保存という処置によ つで対処しているのが現状である O

番号 遺 跡、 名 所 在 地 面積(ぱ) 調 査期間�  

l 西原大塚遺跡第11地点 志木市幸町4丁目3386-1 220.84 平成元年 5月16日-25日� 

2 中道遺跡第�  10地点 柏町5丁目2887-54 937.05 6月21日� 

3 本町4丁目1111 本町4丁目1111-16・17 350.00 9月8日� 

4 中道遺跡第�  11地点 柏町5丁目2912-3，2918-29 300.00 9月8日� 

5 中道遺跡第�  12地点 柏町5丁目2954 977.96 9月14日� 

6 本町4丁目1949 本町4丁目1949-26 297.52 9月25日� 

7 因子山遺跡第� 4地点 本町2丁目1693-1-7，1694・9，1694-12 896.00 9月26日� 

8 中道遺跡第�  13地点 柏町5丁目2945-1 1209.00 10月5日� 

9 中道遺跡第�  14地 点 柏町5丁目2939-7，2940-2，2941-1 230.00 11月7日� 

10 因子山遺跡第� 5地点 本町2丁目1731-2 667 .00 11月10日� 

11 西原大塚遺跡第12地点 幸町4丁目3479-3・4 210.55 11月13日� 

12 城山遺跡第�  7地点 柏町3丁目2665-7 130.00 11月17日-12月4日� 

13 市場遺跡第�  2地点 本町2丁目1624-1 711.24 11月23日� 

14 城山遺跡第�  8地点 柏町3丁目2660-7 132.13 11月23日� 

15 城山遺跡第�  9地点 柏町3丁目2665-4 330.49 12月4日-18日� 

16 市場遺跡第�  3地点 本町1丁目1587-17 85.95 12月8日� 

17 西原大塚遺跡第13地点 幸町3丁目3115-3・4 205.21 平成 2年 1月23日� 

18 城山遺跡第�  10地点 柏田J3丁目2595-10・11 330.49 3月16日

メ口b、 計� 8241 .43 

(第 l図の番号と一致)
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さて、当市における 開発行為、特に住宅建設については小規模な ものが多い が、その中で開発当

事者が個人で、その個人が専用に使用する住宅の建設についての記録保存の実施については、 費用

の負担など困難な点が多かった。ま た最近、人口増加が始ま った頃に建設さ れた個人住宅の建て替

えも多くな ってきてお り、 これについても対処してゆ く必要もでできている。 そのため、昭和 62年

度からは国・県よりの補助金の交付を受け、 これに対応してゆく こと にし た。なお、平成元年度は

試掘調査も含めて、以下に示した 18地点の調査を実施した O

第 2節 調査成果の概要

1 .西原大塚遺跡第  11地点  後述。 委保第  5の2644、平成元年 12月19日付。 

2.中道遺跡第  10地点 試掘調査。

3.本町 4丁目 1111-6・17 試掘調査。 

4. 中道遺跡第  11地点 試掘調査。 

5.中道遺跡第 12地点 試掘調査。

試掘調査。 

試掘調査。

8. 中道遺跡第  13地点 試掘調査。 

9. 中道遺跡第14地点 試掘調査。 

10.因子山遺跡第  5地点  試掘調査。

1l.西原大塚遺跡第  12地点  試掘調査。

12.城山遺跡第  7地点 後述。委保第  5の298、平成  2年 5月21日付。 

13.市場遺跡第  2地点 試掘調査。

14.城山遺跡第  8地点 試掘調査。 

15.城山遺跡第  9地点 後述。委保第  5の448、平成 2年 5月21日付。 

16.市場遺跡第  3地点 試掘調査。 

17.西原大塚遺跡第  13地点  試掘調査。

18.城山遺跡第  10地点 試掘調査。 
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第 2章西原大塚遺跡第11地点の調査

第 1節 遺跡の概要 

( 1 )立地と環境

西原大塚遺跡は、志木市の南西に住置する市域最大の集落跡である。遺跡は柳瀬川を北東に臨む

台地上にあ り、標高は南端で、約 18m、北端で約14mを測り、 北にゆく につれでゆる やかに標高が低

くなっている 。これは本市の台地部分が、東京都青梅市を扇頂 とする、古多摩川の扇状地として形

成された、武蔵野台地の東端に位置し、南西から北東に舌状に突出するためである。なお、柳瀬川

の開析 した低地は、標高 8m前後を測る。

本遺跡は、昭和48年に第 1回目の発掘調査が行われ、以後の調査で、縄文時代中期、弥生時代後

期、古墳時代前・後期、平安時代の集落跡である ことが知ら れており (谷井・ 宮野 1975，志木市

史編さん室 1984，佐 木々・ 尾形 1985・1987・1989・1990)、また、平成 2年度の志木市遺跡調査

会の調査では、 旧石器時代の石器集中分布地点も発見さ れてい る。 

( 2 )発掘調査の経過

第 2図周辺の地形と調査地点 (1/5000) 
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3トレンチとし、パックホー を使用 して� 1トレン

チから試掘調査を行った。 その結果、溝状の遺構

が検出されたため、遺構の発見きれなかった西側

を士置場として、東側の過半の表土剥ぎを行ったO

翌17日から は人力によ る遺構確認作業を実施 し

たが、溝状の遺構が北側が聞く「コ」 字状になる

ことが判明した O また、北側にも短い構状の遺構

がみられ、方形周溝墓の可能性が出てきた。� 19日

からは遺構の調査を開始、西溝からは士甘形土器が、

東j蒸からは壷形土器などが出土し、方形周溝墓で

ある蓋然性が高まった。また、東溝には査棺と考� 

えられる壷形土器も検出された。 その後、 周溝内側の精査を行い主体部の発見に努めたが、未確認

に終った。22日には土層図 ・平面図・ 断面図の作成を実施、� 24日には写真撮影、査棺の実測などを

行い、� 25日には埋め戻しを完了し調査を終了 した。

第� 2節検出された遺構と遺物� 

2号方形周溝墓(第 4図)

〔周溝の構造〕東 ・南 ・西濃は連結し、平面形「ゴ」字状 を呈する。北壁は短 く、西側に寄ってい

る。なお、南海には一部撹乱が入っている。� 

(東溝)南東コーナー付近の外壁が部分的に調査できな かった。長さ� 8.7 m 、開口部幅 90 ~ 120cm、

溝底部幅 2 5~35cm、 深さ 17 ~40cm を測り 、 北側で途切れ る O また、溝自体は外湾ぎみである 。 溝底

は平担で、 壁は急斜に立ち上がり、断面形は逆台形状を呈する O

(南溝)溝の西側に大 きく撹乱が入る。南東コー ナ一部が不明であるが、長さ� 8m前後を測ろうか。


関口部幅 60~ 110 cm、溝底部幅40~80cmで、 東側に向けて広がっ ている。深さは 18 ~35cm を測り、


溝低は東側では平担である が、由ii則では断面形� 'UJ字状を呈する。
 

(西溝) 長さ 7 m 、開口部幅70~ 110 cm、議底部幅 50~ 70cm、 深さ 18~40cm を測り、ほぼ直行し、

北側で途切れる。溝底はほば平担で、壁は急斜に立ち上がり、断面形は逆台形状を呈する O

(北溝) 長さ2.4 m 、開口部幅90 ~ 130 cm、溝底部長さ� 180 cm、溝底部幅40~ 50cm、深さ 90cm前後


を測る。縦断面では溝底は西側が僅かに窪み、壁は急斜に立ち上がる。横断面は薬研堀状を呈する。
 

(覆土)基本的には、上層は黒色土、下層がローム粒子を多量に含む暗黄褐色土で、すべでの溝に


共通する。 周溝内側からの土の流れ込みの状態は特にみられなかった。

〔遺物〕図示 した以外は、すべて小破片で非常に少なかった。

〔時期〕五領式期。� 

2号方形周溝墓出土遺物(第� 6図� 1-3) 

1は短頭査形土器。胴部は偏球状を呈し、頭部は「く」字状に屈曲し、口縁部は短 く外反する。

m叩

第3図遺構分布図(1/300)
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外面及び口縁部内面はでいねいに磨かれるが、部分的にハケ目 を残す。底面にはハケ目を顕著に残

す。胴部内面はナデられる� 東溝北側のブリ ッジ に近い外壁よりの覆土上部から、横転し た状態でO

出土した。完形。� 

2は柑形土器。器壁が非常に薄くていねいなっくり である。底部[土小 さな平底を呈し、胴部は最

大径を中位にもち、やや偏平な球状と なる。頭部は 「く 」字状に強く屈曲し、内面は税い稜を形成

する。口縁部は長く直線的に外反する。外面及び口縁部内面はていねいに磨かれる。胴部内面はナ

デられる� 西壁北よりの中央部、覆土上部から横転した状態で出土した。完形。O

3は壷形土器。最大径を胴部中位にも つ。胴部は僅かに偏球状を呈し、頚部は「 く」字状に屈曲

し、口縁部は外反する� 外面及び口縁部内面は磨かれるが、ハケ目を残す。胴部内面はナデられるO

が、下半にはハケ目を残す。東海北より、ほぽ中央の覆土上部からの出土で、破砕されたような状

態であ った O 口縁部を欠損す る。� 

1号壷棺墓(第� 5図)

〔構造J 2号方形周溝墓の東海中央か ら、やや北に偏っ

た位置で検出された。j葬調査の当初は、掘 り込みの存在

は確認できなかったが、査棺の存在が判明した時点での

観察では、議がある程度埋没した段階での埋納が想定で

きた O 掘り込みは海外壁に接 した部分に あり 、溝底での

掘り込みの形状は42x38cmの楕円形を呈 し、坑底は径22 
14.9叩

cmの円形である。査棺は口縁部を周j幕の内側に向けで斜

め上向きに埋納されていた O 査棺内に遺物は存在し なか

った O

〔時期〕五領式期。� 

1号蓋棺(第� 6図� 4)

まったく破損のない査形土器である O 胴部は中位に最

大径をもち球状を呈 する O 頭部は鋭く 屈曲し、口縁部は

外湾しながら「ハ」字状に開 く。外面は口縁部上端は横

ナデ、それ以下は磨かれる が、ハケ目を残す。内面は口 。� 5Ocm

縁部は磨かれるが、ハケ日を残す。胴部はナデられる。
第5図� 1号表棺墓(2/25)

非常にでいねいなっ くりで堅織であ る。� 

〔所見〕本遺構は、方形周溝墓とそれに付随する壷棺墓というこつの要素か ら成り立つ。

方形周溝墓は隣合う 二個所のコー ナー にブリッジを もつも のと考えられる が、独立した北溝は非

常に短く、他の溝と比較してその断面形や深度に大きな差異をもっ。しかし、位置関係、覆土の類

似から同ーの遺構としてとらえた。遺物は東溝から短頚査形土器・壷形土器、西溝からt甘形土器が

出土したが、いずれも覆土上部からの検出である。 しかし 、遺構が確認できたのがロ ーム面であっ

たことを考えると、必ずしも覆土の最上部とはいえな い。おそ らく、完形の短頚壷形土器と士甘形土
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.紘

IO~-
第 6図 2号方形周溝墓出土遺物 ・ 1号萱棺 (1/4)

器は、溝がある程度埋没した段階で、マウンド側から転落したものと思われる。 

ところで、もう 1点の査形土器は破砕されたと思われる状態で検出された。 この想定が正 しい と

すると 、この土器は他の 2点と異なり、原位置を保っていると考えられ、溝がある程度埋没し た段

階の溝中での葬送儀礼があったことになる。壷棺墓に近い位置にあるこ とを考え れば、 あるいは方

形周溝墓本体への葬送儀礼と いうよ りも、査棺墓に対するそれと考えたほうが良いのかも しれない。

ただ、一義的な葬送儀礼に使用 された と思われる 2個の完形土器と 査棺 ・破砕されたと思われ る土

器の聞には、さほど時間差がある とは思えないので、極めて近接 した時期ので きご とで、あっ たと 考

えられる。
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第 3章城山遺跡第7・9地点、の調査

第� 1節遺跡の概要�  

(1)立地と環境

城山遺跡は、志木市西部の柏町� 3丁目 を中心と する遺跡で、富士見市との境を北東方向に流れる

柳瀬川に よって開析された低地を臨む台地上にある。標高は約� 12m、低地との比高差約� 5mを測り、

遺跡の現況は畑地を僅かに残す程度で、宅地化が急速に進行している� O

本遺跡の第� 1回目の発掘調査は、昭和� 49年に志木市教育委員会によって実施され、縄文時代前期

(諸磯 a式)の住居跡� 1軒、古墳時代前期の住居跡� 1軒、溝状遺構� 1本が検出されている。昭和� 55


年には志木市が主体となり発掘調査が行われ、 「キ自の城」大堀跡の確認がされ、� 57年には古墳時代


後期の住居跡 と溝状遺構が検出されている。


昭和60年には志木市遺跡調査会により、古墳時代前期の住居跡� 1軒 ・後期� 52軒、平安時代の住居

跡� 7軒、さら に「柏の城」大堀、中・近世の土坑 ・井戸跡が検出さ れた。同時にこの調査は市内に

おける発掘調査体制の本格的組織化の発端となり 、以降志木市の文化財保護を推進する上で発展的

転換になった。昭和61年には、志木ロータリークラブのボランティア事業の一環と して、市教育委

員会が主体とな り発掘調査が行われ、弥生時代末葉から古墳時代初頭の住居跡� 1軒、古墳時代後期� 

d¥

第� 7図周辺の地形と調査地点� 0/5000) 

i町>u
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の住居跡� 3軒、 土坑� 17基が検出された。

昭和62年か らは国庫及び県費の補助金を受け、個人専用住宅建設等に伴う発掘調査を実施し、同

年の発掘調査では、縄文時代中期の埋褒� l基、弥生時代末葉か ら古墳時代初頭の住居跡� 1軒、歴史

時代の土坑� 3基が検出された (志木市史編 さん室� 1984・1986、佐々木� 1987、佐々木 ・尾形� 19 

88・1989)。� 

( 2 )発掘調査の経過

第 7地点と第� 9地点は、開発目的は異

なるが隣接 しており 、開発時期もほぱ同

時期という こと もあり 、調査順序として、

まず第� 7地点を終了さ せその後継続して

第 9地点の調査を行 う予定をとった。排
10m 

土については、両地点を交代でその置 き

場に使用すること にした。 第8図遺構分布図(1� /300) 

第� 7地点の発掘調査は、平成元年� 11月� 

17日から 開始 した。 調査区に合わせ、ほぽ東西方向に 卜レ ンチを� 3本設定し 、パックホ を使用し

表土を剥ぎながら遺構確認作業を行った結果、住居跡と思われる黒い落ち込みを� 2ヶ所確認した。� 

20日から は遺構の精査を開始、遺構は古墳時代後期の住居跡� 1軒� (69H)、平安時代の住居跡� 1軒� 

(68H)であ ることが判明した� o 23日ま でには平安時代の住居跡、� 12月2日には古墳時代後期の住

居跡の写真撮影 ・実測を終了する。

第 9地点は第� 7地点の東側に隣接し 、第� 7地点の発掘調査の際に排土置き場として借用していた

箇所である。 本地点の発掘調査は、平成元年� 12月4日から開始した。まず排土を第� 7地点に戻 した

後、表土剥ぎ及び遺構確認作業を行ったが、表土剥ぎは第� 7地点において遺構が確認されたため、

あらかじ め調査区全域の表土を剥ぐことにした。その結果、調査区内には古墳時代中期の住居跡� l

軒� (72H)・後期� 5軒� (70・71・73-75H)、土坑� 5基� (61-65D) が密集して分布していることが

判明し た。� 5日からは遺精の精査を開始、� 18日までには各遺構の写真撮影 ・実測を終了し、� 27日に

は埋め戻 しを行い、調査 を完了し た。

第� 2節検出された遺構と遺物� 

(1)住居跡� 

68号住居跡 (第 9・10図)

〔住居構造〕掘り方精査時に貼床下か ら、新たな住居跡が検出されたこ とより 、本住居跡は拡張住

居と考えられる。 拡張前を� A号住居跡、拡張後を� B号住居跡として説明する。� 

A号住居跡 (第 9図)� 

(平面形)長方形。(規模)3.58 x2. 76m 0 (壁溝)上幅25cm.下幅� 12cm、深さ� 5-17cmを測り、



13 

可� 

AE2珊

総齢、総-熱、§

2m、総選ミ 。� 
第 9図� 68A号住居跡� (1/60)

捜 乱コ� 

2m 

第10図� 68B号住居跡� 0/60) 



14 

カマド部分を除いて全周する。� (床面)中央付近に硬化面を僅かに残すのみで、大部分が撹乱によ

り破壊されている。 (カマド)北壁中央に痕跡として残る程度である。 方位はN-3"-W。長さ� 62 

cm・幅64cmを測る。� (貯載穴)カマド右側の北東コーナーのピット であろうか。平面形は長方形を

呈し、72X40cm・深さ� 21cmを測る。� 

B号住居跡(第10図)

(平面形)長方形。 (規模)4.38X 3.54m (壁高) 20~36cmを測 り 、 ほぼ垂直に立 ち上がる。 (床0 

面)住居中央及びカマド前面は、硬く踏み固められているが、大部分が撹乱を受けている。� (カマ

ド)東壁中央に位置し、方位は N - 68~W。 長 さ 112 cm・幅76cm・壁への掘り込み60cmを測る。 カ

マド底面は単純な椀状を呈 し、灰褐色粘土は右袖部に僅かに残る程度である。� (貯蔵穴)カマ ド右

側の南東コーナーに位置する。 平面形は長方形を呈し、� 62X44cm・深さ� 20cmを測る。覆土は焼土小

プロックを多く 、炭化物粒子を僅かに含む黒褐色土を基調とする。(覆土)ローム粒子 ・焼土粒子

炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする。

〔遺物)� A号住居跡からは、ほとんど出土しなかった。� B号住居跡か らは、床上� 8cmの位置から刀

子が� 1点出土したが、遺物の出土量は極めて少ない。

〔時期〕 国分式期。� 

68号住居跡出土遺物� (第11図、 第26図� 1・2)

すべて� B号住居跡からの出土であ る。 ¥孟JZ プグ
須恵器皿形土器(第11図) 'l-圃圃・ーーー~

口縁部下端にやや強めの稜をもち、高台は付け高台である。床 第11図� 68号住居跡
出土遺物� 

面上の出土で、遺存度は1/ 4程である。

鉄製品(第26図� 1・2 ) 

(壁

1は万子である。万部10.8cm・茎部4.6cm・全長15.4cmを測り、完形であ る。 重さ� 18.39 0 

2は平面形が3.3X2.9cmの長方形、断面形が「コ」字状を呈する。厚さ0.2cm。重さ9.9g 0 

69号住居跡(第12図)

〔住居構造〕北コーナーの一部が調査区外にある。(平面形)正方形。 (規模)5.30X 5.08m 0 

高)� 30~40cm を測 り、ほぼ垂直に立 ち上がる 。 (壁溝) 上幅15cm. 下幅10cm前後、深さ 6 ~15cmを

測り 、カマド部分を除いて全周するo (床面)住居中央及びカマド前面は、硬 く踏み固めら れてい

るが、南コーナー付近は大き く撹乱を受けている。(カマド)北東壁中央に位置 し、方位は� N-37。� 

W。長さ� 108cm .幅112cm・壁への掘り込み30cmを測り、両袖部はローム を馬蹄形状に隆起させ残

し、その上部 ・天井部に灰褐色粘土を被覆させ構築している。(柱穴)主柱穴� 4本で構成 されるも

右側のある。(貯蔵穴)カマ ドで、本については、撹乱により不明1のと考えられる。南コーナーの

北コーナーに位置し、平面形は長方形を呈 し、� 75X45cm .深さ� 68cmを測る。また、南側には高さ� 7 

cm程で、弓状を呈する凸堤がめぐっている。覆土はローム粒子・粘土粒子を含む暗褐色土を基調と す

る。(覆土) ローム粒子 ・ロームブロックを多く 含む暗黄褐色土を基調とする。

〔遺物〕カマド前面及び貯蔵穴付近から土器が多く出土した。
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第12図的号住居跡� (1/60) 

〔時期〕鬼高式期。

〔所見〕覆土中に多くのロー ム粒子 ・ロームブロックが含ま れることから 、埋め戻された可能性が 


ある。
 

69号住居跡出土遺物(第13・14図、第� 26図7)


土師器坪形土器(第13図� 1 ~ 8) 


1 ~ 3は頭部に断面三角形状の段をもち、口縁部が直立す る。� 1の口唇部内面には弱い沈線が� 1


条みられる。 いずれも内外面黒色処理が施されており 、内面及び外面口縁部は横ナデ、外面はナデ 


られるが、� 1と3の外面には顕著にへラ削り痕が残る。� 1 ~ 3は北コ ーナーに配さ れる柱穴南側の


床面上からま とまって出土してお り、� lは5と重なり 、伏せて あった(1が下)。いずれも完形で 
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第 13図 的号住居跡出土遺物 1 (1/4) 
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li'" 

第14図的号住居跡出土遺物� 2 (1/4) 

ある� O 

4は� 1-3と形態的には同類であるが、黒色処理が施さ れな いものであ る。内面へラ ナデ、外面

はナデられるが、底部には僅か にへラ 削り痕が残る。カマド右側の床面上か らの出土で、� 6と重な

っていた(4が下)。完形である。� 

5は口唇部が僅かに外反し、口唇上には� 1条の沈線がめ ぐる。底部はへラ削 りによ り平底風に調

整されている。内面横ナデ、外面はナデられるが、底部にはヘラ削り痕が残る。北コーナーに配さ

れる柱穴南側の床面上の出土、� 1と重なっていた(5が上)。口縁部を僅かに欠損す る程である。� 

6 . 7は頭部に稜をもっ域状の ものであ る。 いずれも口縁部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、


外面はナデられるが、� 6の外面底部にはへラ削り痕が顕著に残る� カマド右側の床面上の出土で� 6
O

は4と重なっていた(6が上)� 6は口縁部を� 7は底部 を僅かに欠損す る程度であ る。� 0 

8は平底の底部から立ち上がり、体部にやや膨らみ をもち、口縁部が直立する。口縁部内外面横

ナデ、以下内面はヘラナデされる。外面には顕著にへ ら削り痕が残る。西コーナーに配さ れる柱穴

の覆土上層からの出土で、口縁部から体部にかけて一部欠損する。� 3/4程の遺存度である。

土師器高土手形土器(第� 13図 9 ・10)


相似た器形の土器である� 阿部は頭部に段 をも ち、 口縁部は大き く外反する。脚台部は裾部方向O

に大きく聞き、ラッパ状を呈する。郎部は口頭部内外面が横ナデ、以下内面はへ ラナデ、外面はナ

デられるが、横方向のへラ削り痕が顕著に残る。脚台部は脚柱部外面に縦方向のへラ削り痕が顕著

に残り、内面はへラナデされる� 裾部は内外面横ナデが施さ れる。 いずれも阿部の口頭部内外面がO

赤彩される� o 9は住居中央付近の床面上の出土で、� 3/4程の遺存度である。� 10は北コーナー に配さ
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れる柱穴西側の床面上からの出土で、脚台部の裾部を欠損する。

土師器鉢形土器� (第13図11・12)

相似た器形の土器である。平底の底部から立ち上がり、頭部に稜をもち、 口頭部は外反す る。い

ずれも口頭部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はナデられる� o 11はカマ ド前の床面上の出

土で、ほぽ完形である。� 12はカマド右側からまとまって出土し たうちの� 1点である。遺存度は� 1/2

程である。

土師器蜜形土器� (第13図13-15) 

13・14は長費、� 15は小型の丸主要である。� 

13は平底の底部から直線的な筒状の胴部に至り、胴部から 頭部への移行はスム ーズで、口縁部は

外反する。口頭部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は胴部上半から 中位が縦方向の、下半

が斜方向のヘラ削りが施され、その後ナデられる 。カマド右側の床面上から正置の状態で出土し、

遺存度は4/5程である O 

14は13に比べかなり短胴の もので、器肉が分厚 く、見かけよりも重量のある 土器で ある 。口縁

部内外面横ナデ、以下内面は横方向のへラナデ後、縦方向に疎の細長い磨きが施 される。外面はナ

デられるが、ヘラ削り痕が僅かに残る。カマド右側の床面上から、北東壁に倒れかかるよう な状態

で出土した。完形である。� 

15は平底の底部から球状の胴部に至り 、口縁部は外反する 。口頭部内外面横ナデ、外面は その後

へラナデされ、以下内面は横方向のへラナデ、外面はでいねい にナデられる� (スリ ップか)。 カマド

右側の床面上の出土で、完形である。

土師器甑形土器(第14図16・17) 

16は胴部下半にやや膨らみをもち、胴部上半から頚部への移行はスムーズで、口縁部は外反す る。

底部は筒抜け状を呈する。口頭部内外面横ナデ、以下内面はヘ ラナデ後、縦方向にやや密の細長い

磨きが施される。外面は胴部上半か ら中位にかけ て、縦あるいは斜方向にハケ目痕がみら れる。こ

のハケ目 はおそらくへラ状工具の先端がささら状を呈 しているため についたも のであろう 。内面の

へラナデもよく観察すると 若干 ささ ら状である ことから 、内外面は基本的にハケナデの類の調整と

思われる。外商胴部下半にはヘ ラ削 り痕が顕著に残る。カマド右横の床面上の出土で、� 1/2強の遺

存度である。� 

17は16よりやや胴部上半から底部にかけ てはすぽまり、胴部上半か ら頭部への移行はやや稜を も

っ。口頭部は外反し、底部は筒抜け状を呈する。口頭部内外面横ナデ、 以下内面は横方向のへ ラナ

デ後、縦方向 に粗の磨き が施さ れる。外面はでいねい にナデられ る(ス リッフ。か)が、胴部下半に

は横方向あるいは斜方位にへラ削り痕が残る。カマド右側の凸堤上に横たわ った状態で出土 した。

完形である。

土製品(第26図� 7) 

羽口の先端部破片である。 現存する部分の長さ� 3.5 cm.太さ� 6 cmを測り、中央 を直径� 1. 5 cm程の

孔が貫通しでいる。羽口はかなりの高熱を受けており、先端部から 黄褐色の金属酸化付着物部分 ・

灰褐色ガラス質部分 ・暗褐色熱変成部分に区別できる。基部そのものの色調は赤褐色を呈する� O 
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70号住居跡(第15図)

〔住居構造J74号住居跡に切られる。(平面形)長方形か。� (規模)不明� x2.42m o 壁高)40~ 


50cm を測り、 ほぽ垂直に立 ち上がる。(壁溝)上幅10~20cm .下幅� 4 ~ 8 cm・深さ� 3 ~ 9 cmを測り 、


所々 、幅や深さが若干異なる。 (床面)住居中央及びカマド前面は、硬く踏み固められている。(カ


マド)北西壁中央からやや東に偏って位置 し、方位はN-40---W。長さ� 106cm ・幅90cm・壁への掘


り込み60cmを測る。比較的に遺存状態が良く 、天井部・両袖部には灰褐色粘土が残っている。両袖

部はロームを馬蹄形状に隆起き せ残 し、カマド底面は約50。の角度で住居外の方向に向って立ち上

がっている。カマド内部から土製支脚が出土した。 (貯蔵穴)カマド左側のピット であろうか。(覆

土)焼土粒子 ・炭化物粒子を多く含む黒褐色土を基調とする。床面上からは炭化材が検出されてい

る。

〔遺物〕覆土中から土玉、カマド内部から土製支脚が出土したが、 土器は小破片が多く 、実測でき

るものがなかった。

〔時期〕鬼高式期。

〔所見〕本住居壁溝上に74号住居跡の貼床が施されている ことから、新旧関係は70H→74Hと考え

られるが、74号住居跡は70号住居跡の床面精査中に検出されたため、覆土の切り合い関係が把握で

きなかったことを考えると若干疑問が残る。今後、 西側部分の調査が可能であれば解明したい。� 

匂� 

/ 

70H 

74H 
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ぶ

…一 一一………蕊ミミ

蕊ぷミ
2m 

第15図� 70・74号住居跡� (1/60)
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70号住居跡出土遺物(第26図� 4・5 • 8) 


土製品� (4・8) 


4は土玉である。やや中央か らずれた位置に直径� 0.5 cmの孔が開けら れている。孔を聞けた面は


平担である。重さ� 6.8g 0 


8は支脚である。カマ ド内部から正置の状態で出土 した。

鉄製品(5 ) 


幅1.3cm、長さ6cm、厚さ� 0.2cmを測る長方形状の ものである。両端には直径� 0.3cmの孔が開け

られている。重さ5.39 
0 

71号住居跡(第16図)

〔住居構造)72号住居跡を切る o (平面形)正方形と思われ る。� (規模) 不明� X5.1m o (壁高) 

28~38cm を測り、ほぼ垂直に立 ち上がる。(壁溝) 確認できる範囲では、上幅 13cm ・下幅 8 cm前後、

深さ� 5 ~18cm を測 り、カマド部分 を除い て全周す る 。 (床面 ) 壁際を除いでほぼ全面硬く踏み固め

られているが‘北コ ーナーは大きく撹乱を受けている。� (カマド)北西壁ほぽ中央に位置し、方位

は N -51~W。長 さ 1 02 cm ・幅 95cm. 壁への掘り 込み 35 cm を測 り 、両袖部はロームを馬蹄形状に隆起

させ残し、 その上部・ 天井部に灰褐色粘土を被覆させ構築している。� (柱穴)東・西コーナーの� 2
 

f' 
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第16図� 71号住居跡� (1/60) 
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本が検出されたが、主柱穴は四隅に配されるも

のと考えられる O 北コーナーは撹乱により 、南

コーナーは調査区外のため に 2本の柱穴は不明

である。 (貯蔵穴)カマド左側の西コーナーに

位置する。平面形は長方形を呈 し、 88X48cm • 

深さ 42cmを測る。(覆土)ローム粒子・焼土粒

子を僅かに含む黒褐色土を基調とする。

〔遺物〕カマド及び貯蔵穴付近から土器が出土

した。

〔時期〕鬼高式期。 

71号住居跡出土遺物(第 17・18図)

土師器坪形土器(第17図 1~ 3) 

1は丸底の底部から内湾し ながら立ち上がり 、
10圃

頭部に稜をもち、一度内傾 し、 口縁部は外反す

る。内面口唇部直下に幅 1mm の細い沈線がまわ 第四国 71号住居跡出土遺物 2(1/4) 

る。口頭部内外面横ナデ、以下内面はナデ、外面はへラナデさ れる。内面及び外面口頭部は赤彩さ

れる 。覆土中の出土で、遺存度は 1/2強である O 

2は丸底の底部から内湾 しながら立ち上がり 、頭部に明瞭な稜をもち、口頭部は外傾する。口頭

部内外面横ナデ、以下内外面ナデられるが、外面底部にはへラ削り痕が残る。 貯蔵穴の覆土中か ら

の出土で、遺存度は 1/2程である O 

3は器高の高い土器である。平底の底部から立ち上がり 、やや膨らみをも っ体部に至 り、口縁部

は直立する。口頭部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はでいねいにナデられる が、底部に

はへラ削 り痕が僅かに残る。貯蔵穴付近の床面上の出土で、完形である。

土師器奏形土器(第17図 4 ~ 9) 

4~6 は長奏、 7~9 は丸愛である 。 

4は胴部中位がやや膨らみ、頭部に稜をもち、口縁部は外反する O 口頚部内外面は横ナデ、 以下

内面はへラナデ、外面はでいねいにナデられるが、胴部下半には僅かにへラ削り 痕が残る O 底面に

は木葉痕がみられる。カマド前面の床面上の出土で、遺存度は 2/3程であ る。 

5は底部を欠損する。 4に比べ胴部が直線的で、頭部に明瞭な稜をもち、最大径を口縁部に測る。

口頭部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、 外面はナデられるが、胴部下半にはヘ ラ削り痕が残

る。カマド中右袖からの出土で、遺存度は 3/4程である。 

6は胴部下半を欠損する。胴部は直線的で¥胴部上半から頭部への移行はスムーズである。口頭

部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はナ デられる が、その後斜方向に細長い磨 きが加え

られる。貯蔵穴付近の床面上からの倒置 した状態で出土した。胴部下半以上は完形である。 

7は小型褒で、胴部中位に最大径を測り、口頭部は外反する。持に、胴部下半が丸昧をも たずにス

リムである点に特徴がある。 貯蔵穴付近の床面か らの出土で、 遺存度は 2/3程である。
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8は口頭部と底部 を欠損する O 胴部はほば球状を呈する。胴部内面はへラナデ、外面はナデられ

る。貯蔵穴付近の床面上からの出土で、胴部を 2/3程遺存する。 

9は大型奏で、胴部下半のみを 2/3程遺存する。内面はへラ ナデ、外面はナデられる。カマド及

び覆土中か ら破片で出土 している。

土師器甑形土器 (第18図)

胴部から頭部への移行はスムーズで、口縁部は外反する。 最大径は口縁部に測り、底部は筒抜け

状 を呈する。口頭部内外面横ナデ、以下内面はへラナデされるが、そ の後縦方向に細長い磨きがや

や粗く 施され る。 外面はナデられる が、胴部下半には斜方向のへ ラ削り痕が残る。カマド内からの

出土で、遺存度は 1/3強である。 

72号住居跡(第19図)

〔住居構造J65号土坑を切 り、 71・73号住居跡 ・ 61-64号土坑に切ら れる。 (平面形)正方形。(規

模) 4.90X4.82m 0 (主軸方位) N -44~Wo (壁高)比較的遺存の良い南西壁で 44cmを測る。(床

面)住居中央に硬化部分を残すが、 73号住居跡の床面レベルと の比高差がほ とんどないために、明

確に両住居の境界が判別できな かった。掘り方は壁際 30cm程の範囲が若干窪んでいる。(炉)住居

中央よりやや北西に偏って位置す る。形態は直径 28cmの円形を呈し 、床への掘り込みは僅かである。

(貯蔵穴)住居東コ ーナーに位置す る O 平面形は不整方形を呈 し、 66X64cm .深さ 55cmを測る。 (覆

土)上層はロ ーム粒子を含む黒褐色土、下層は焼土粒子を含む暗茶褐色土 を基調とする O

〔遺物〕覆土中・床面上から土器が僅かに出土 した。

〔時期〕 和泉式期。 

72号住居跡出土遺物(第20図、第26図 6) 

土師器域形土器(第20図 1・2) 

1は頭部が「 く」字状に屈曲し、 底部が上げ底風を呈する小型腕であ る。口頭部内外面は横ナデ

されるが、 内面はハケ状工具に よる ものであろう 。図示はし でいないが僅かにハケ目痕が残る。以

下内面はへラ ナデ、その後やや雑に時文が施 される。 外面はヘラ削り 後、へラナデが施され光沢を

おびる。 南西壁に近い床面上の出土で、口縁部を僅かに欠損するがほぼ完形である。 

2は体部上半でややく びれ、口縁部は内湾ぎみに外傾 し、内外面赤彩される。胎土中には小石を

多く 含む。 口縁部内外面は横ナデ、以下ナデられる が、内面にはその後斜方向に暗文が施される。

貯蔵穴内からの出土で、遺存度は 1/4程である。

土師器高時形土器 (3・4) 

3 ・4とも脚台部を欠損す る。坪部は 3 ・4とも相似た器形の土器で、底部と口縁部の境には明

瞭な段をもち、口禄部は直線的に外傾する。両者とも内外面ナデられ、 赤彩が施されるが、 4には

僅かにハケ目痕が残る。 3は貯蔵穴内からの出土で、坪部 を 2/3程遺存する。 4は南東壁に近い床

面上からの出土で、口縁部 を一部欠損す る程度であ る O

土師器t甘形土器(5 ) 

上げ底風を呈する小さな底部と算盤玉状の体部をもっ。内外面と もナデられると思われるが、外
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面については器商が荒れているため、よく観察できない O また、外面は赤彩が施される可能性があ

る。貯蔵穴内からの出土で、体部上半以下を 1/2強遺存す る O

鉄製品(第26図 6) 


小破片である :ため詳細不明であるが、器の口縁部であろうか、口縁端部と思われる部分は、内面

直下で肥厚しており、外面には 2条の沈線がみられる。覆土中の出土で、混入したものとも考えら

れる。 

73号住居跡(第21図)

〔住居構造 J72号住居跡を切 る。(平面形)正方形と思われる。(規模)不明 X4.88m0 壁高)
 

1 5~ 20cm を測り、 Lfぽ垂直に立ち上がる。 (壁溝)南側については、 72号住居跡の貼床中にあると


思われる が、確認できなかった。上幅 15cm.下幅 8cm前後、深 さ 3 ~ 9 cmを測る。 (床面)住居中
 

¥81.4-
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央付近及びカマド前面に硬化部分がみられるが、� 72号住居跡の床面レベルとの比高差がないため、

明確に両住居の境界が判別できなかった。(カマド)北壁中央からやや東に偏って位置し、方位は� 

N -15~E。長さ� 120cm・幅� 102cm ・壁への掘り込み� 62cmを測 り、両袖部 ・天井部は灰褐色粘土で

被覆させ構築している。カマド底面は単純に椀状を呈しているのみで、両袖部には馬蹄形状にローム

を残していない。 (貯蔵穴)カマド右側の北東コーナーに住置する。平面形は隅丸長方形を呈し 、� 

66 X54cm .深さ� 51cmを測る。 (覆土)焼土粒子・炭化物粒子を多く含む黒褐色土を基調とする。床

面上から は炭化材が検出された。

〔遺物〕住居中央及びカマ ド前面の床面上から 、土器が比較的まとまって出土した。

〔時期〕鬼高式期。

〔所見〕床面上から炭化材が検出されたことから、 焼失住居と考えられる。� 

73号住居跡出土遺物(第� 22・23図、第� 26図� 3) 

土師器坪形土器(第� 22図� 1 ~ 4) 

1・2は相似た器形の土器である。丸底の底部と頭部との境に稜を有し、頭部はやや内傾し、口

縁部は短〈外反する。口唇部内面直下には� l条の沈線がまわる。胎土中には小石が多く含まれる。

口頭部内外面は横ナデ、以下ナデられ、内面及び口頭部は赤彩され る。ともに覆土中の出土で、遺

存度は� 1/3程であ る。� 

3は頚部にやや弱いが段を有し 、口縁部に� 2 ・3本の稜をもっ。口頭部内外面は横ナデ、以下ナ

デられるが、 外面には僅かにヘラ削り痕が残る。カマド前面の床面上の出土で、遺存度は� 2/3程で

とご

..， 

第23図� 73号住居跡出土遺物2 (1/4) 
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ある。� 

4は頚部に断面三角形状のやや弱い段を有し、 口縁部は直立する。口頭部内外面横ナデ、以下ナ

デられる。カマド前面の床面上の出土で、遺存度は� 2/3程である。

土師器高時形土器� (5 ~ 7) 


すべて脚台部破片であ るが、� 5・7の土器は異例で、ある� O 

5は脚柱部上半に楕円形状の窓が開けられている。 内外面ナデられる が、内面には輪積み痕が顕


著に残る。覆土中の出土である。
 

6は直線的な柱状を呈 し、 僅かに裾部に向って 「ハ」字状に聞く。内面はへラ削り、外面はナデ


られ、赤彩が施 される。 覆土中の出土で、混入の可能性もある。
 

7は坪部と脚台部の聞が分厚 く、 脚台部は下端で横ナデの調整痕がみられることから裾部はそれ


程長く延びないものと思われる。内外面へラ 削り痕が残る。覆土中の出土である。


土師器鉢形土器� (8・9) 


8は底部 を欠損する。 底部から口縁部にかけでゆるやかに内湾ぎみに聞き 、口縁部は短く外反す

る。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラ ナデ、外面はナデられる。覆土中の出土で、遺存度は� 

1/3程である。� 

9は平底の底部 をもち、体部は椀状を呈し、口縁部は僅かに外反す る。口頭部内外面は横ナデ、

以下内面はへラ ナデ、外面は斜方向に細長い磨きが施され光沢をおびる。底面には木葉痕がみられ

る。住居南寄 りの床面上の出土で、底部 を� 2/3程欠損す る。

土師器甑形土器(10・11)
 

10は頚部に明瞭な稜をもち、 口縁部が外反し 、底部は筒抜け状を呈する。口頭部内外面は横ナデ、

以下内面はでいねいにへラ ナデされた後、縦方向に細長い磨きがやや粗 く施 される。 外面はナデら

れるが、僅かにへラ削 り痕が残る。住居中央付近の床面上の出土で、遺存度は� 4/5強である。� 

11は把手部分の破片である。把手は親指状を呈 し、上方を向いており、 貼付けした様子が観察で

きる。本地での出土は初めてである。

土師器菱形土器 ( 12~14) 

すべて長奏であり、口縁部に最大径を測る� O 

12は直線的に細長い胴部 を呈する が、やや胴部上半で膨ら みをもち 、頚部との境に明瞭な段を有

する。口縁部は外反し、 口唇部は折り返し状にやや丸くめくれている。 口頭部内外面は横ナデ、以

下内面はへラナデ、外面はで いねいなナデ後、 胴部下半に斜方向の細長い磨き が施される。底面に

は木葉痕がみられる。住居中央付近の床面上の出土で、遺存度は� 4/5強であ る。� 

13は直線的に細長い胴部から頚部への移行には稜をもち、口縁部は外反する。口頭部内外面は横

ナデ、以下内面はヘラ ナデ、外面はナデられ る。底面には木葉痕がみ られる� O 住居中央付近の床面

上の出土で、遺存度は� 3/4程で ある� O 

14は12・13に比べやや太身の土器、口頭部内外面は横ナデ、以下内面はへ ラナデ、外面はナデら

れるが、へラ 削り痕を僅かに残す。住居中央付近の床面上の出土で、底部 を欠損する以外はほぼ完

形であ る。
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0 

土製品(第26図� 3) 

紡錘車である。断面は台形を呈 し、 中央を直径� 0.6 cmの孔が開けられている。表面には磨きが施

されず、指紋痕が残っている ことから、手でこねて作ら れただけのものであろう 。重さ� 2l.3g

75号住居跡(第24図)

〔住居構造〕住居南東コ ーナー付近のみの検出で、大

部分は調査区外にあるものと考えられる。 (壁高)比較

的に遺存状態の良い南壁で44cmを測る。� (壁溝)確認

できる範囲では、カマド部分を除いて全周する。上幅� 

1 6~20cm、下幅 8 ~12cm、 深さ 10~ 13cmを測る。 (床

面)カマド前面に硬化部分が残る。 (カマド)東壁に

位置する。非常に遺存状態が悪 く、灰褐色粘土は両袖

部に若干残る程度である。 (覆土) l層一表土。� 2層

ーローム粒子を僅かに含む暗褐色土。� 3層ーロ ーム粒

子 ・焼土粒子 ・粘土粒子を僅かに含む黒褐色土。� 4層

ロ ム粒子を含む褐色土。� 5層ーローム粒子を多く 対幾重
含む暗茶褐色土。� 6層ーローム粒子を多 く含む暗茶褐

1m
色土。

〔遺物〕カ マド前面の床面上か ら土器が出土した。 第24図� 75号住居跡� (1/60) 

〔時期〕鬼高式期。

〔所見〕東壁・南壁寄りに� 2本のピットが検出 されたが、貯蔵穴とするには前者は規模的に、後者

は位置的に若干疑問が残る。� 

75号住居跡出土遺物(第25図)

すべて土師器であ る。
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第25図� 75号住居跡出土遺物� (1/4)
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第26図住居跡出土土製品・鉄製品� (1/3) 

1は査形土器の肩部から頭部の破片である。器面が摩耗しているため、調整痕についてはよ く観

察できない。色調は全体的に赤褐色 を呈している ことから、 赤彩されていた可能性がある。� 

2は球状の胴部と「く」字状の頭部をもっ褒形土器で、ある。器厚は非常に薄い。 内外面 とも にス

リップがかけられているのか器面が薄ぼんやりとした感じである。口縁部から胴部中位に かけて、� 

1/3程遠存する。� 

3は小型の甑形土器である。 口縁部に最大径を測り 、胴部は中位でやや膨 らみをも ち、底部に向

かつてゆるやかにすぼまる。 口縁部は粘土 をひだ状に貼付ける ことにより複合口縁を作出し ている。

内面は口縁部がハケ目調整、以下ヘラナデが施される。外面は口縁部が横ナデ、以下は縦方向にハ

ケ目調整が施されるが、 胴部下半はナデ(スリップか)によりハケ目痕を若干消 している。遺存度

は1/3程である。� 

(2)土坑
 

61号土坑(第27図)


〔構造J(平面形)� i凸J 字状を呈す る。(規模)南北� 170cm・東西� 208 cmを測る。(深さ )40~ 


50cmo 覆土)ロームブロックを多く含む暗褐色土を基調とする。坑底はほば平坦で¥壁は垂直に


近い。検出された� 2本のピットについては、伴うかどうか不明である。


〔遺物〕なし。


〔時期〕覆土から観察して歴史時代 (中 ・近世)のものと思われる。
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62号土坑(第27図)

〔構造) 72号住居跡を切る。 (平面形)楕円形。(規模)� 66 X 50Cffio (深さ)最深で56cffio (長軸


方位) N-81!!.-Wo (覆土)ロー ムブロックを多く含む暗褐色土を基調とする。形態的にはピット


状を呈する が、 一応土坑として取扱った。


〔遺物〕なし� O

〔時期〕覆土から観察 して歴史時代� (中 ・近世)のものと思われる。� 

63号土坑� (第27図)

〔構造� )72号住居跡 を切り 、� 62号土坑に切られる。(平面形)椅円形。 (規模)� 120 X96cffio (深


さ)� 25cffioただし 、� 72号住居跡覆土中から 本土坑の覆土が観察さ れて いる ことから 、さらに� 40Cffi程


深い掘り 込みであった と考 えられる。同時に規模についても 、さら に大きくな ろう。 (長軸方位)
 

N-32!!.-Eo (覆土)ロ ーム小ブロ ックを僅かに含む黒褐色土 を基調とする。断面形は椀状を呈す


る。


〔遺物〕円柱状の土製品が� 5個一括 して出土した。

〔時期〕本土坑は� 72号住居跡を切 っている ことから、 構築時期の上限は古墳時代中期とする ことが

でき るが、下限については不明であ る。� 

63号土坑出土漬物(第� 28図)

中央に孔が貫通する円柱形状の土製品である。特徴としては、 上面より下面の方がやや大きく 、� 

..121 


11" 


J、弐機b感潟� 
1m 

63号土坑� 61号土坑� 

~aJ ノイロ\ -~ 一 
、関議ミ� 

11'圃� ..llJ. 123. 


65号土坑� 鵠 ミぶ
62号土坑� 64号土坑� 2m 

第27図 土坑� (61・62・64・65号土坑=1/60、63号土坑� =1/30) 



32 

さらに上面は丸く仕上げられてお り、下面は平坦に作られている。中央の孔についても形状と同様

に下面にい くにつれて大き くなっている。 この特徴は、上下 を意識 しての差なのであろう か。

色調は� 1が赤褐色を呈す る他はすべて黒褐色 を呈 し、全体として焼きがあまく、もろい感じを受

ける。胎土には砂粒 ・小石が多く含まれている� O 

1は上面径5.5cm、下面径� 8cm、長 さ16.2cm、重さl.12kgo
 

2は上面径� 6cm、下面径7.5cm、長 さ17.1cm、重さ� l.2lkg 
 0 

3は上面径6.2cm、下面径7.2cm、長さ� 15.9cm、重さ1.15kg。
 

4は上面径6.6cm、下面径� 7cm、長さ� 17.4cm、重さl.14kg
 0 

5は上面径5.7cm、下面窪7.3cm、長さ16.8cm、重 さl.l1kg。

〔所見〕調査当初、� 5個の土製品は72号住居跡の床面レベルから出土したため、� 72号住居跡に伴う

ものと考えていた。 しかし、偶然に72号住居跡の� A-A'聞の土層堆積状態を観察できたことから、

これらは72号住居跡を掘り 込んで構築された土坑内の出土である ことが判明し た。 出土状態は� 5個

ともに南寄り に偏って出土し ており、坑底面上25cmに位置する。また、覆土中 にはロ ーム小ブロッ

クを含んでおり、人為的に埋戻 された可能性がある。このことか ら、土製品はかなり 一括性を有し、

個々に使用存続期間があっ たものとは思 えない。おそらく、� 5個� 1組(5個以上であるかもしれな

い)として使用 され、それら が不用あ るいは機能しなくなった後、土坑内に廃棄または丁重に埋納� 

..，� 
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63号土坑出土遺物� (1/5) 

(日
¥¥¥


日


(0) 


ノ� 

4 

。

第28図� 



33 

されたのであろう。

これらの土製品については、寡聞にし で類例を知らないために、先学の諸氏からご教示願えれば

幸いである。� 

64号土坑(第27図)

〔構造J72号住居跡を切る。 (平面形) 円形。(規模)� 68 x64cmo (深さ) 44cmo (覆土)ローム

ブロックを多く含む暗褐色土を基調と する。 壁は急斜に立ち上がる。

〔遺物〕なし。

〔時期〕覆土から観察して歴史時代(中・近世) のものと思われる。� 

65号土坑(第27図)

〔構造J72号住居跡に切られる。(平面形)円形と思われる。 (規模)不明 x82cmo 深さ� ) 22cmo 

(覆土)ロ ーム粒子を僅か に含む黒褐色土。断面形はタ ライ 状を呈する。

〔遺物)なし。

〔時期〕覆土から観察して縄文時代の もの と思われる。

第� 3節まとめ

城山遺跡第� 7・9地点の発掘調査は、 両地点を併わせても約� 200 rrfと狭小な面積であったが、古

墳時代中期の住居跡� 1軒・後期の住居跡� 6軒、平安時代の住居跡� 1軒など住居跡では計� 9軒も検出

され、第� 1地点の南側においても 、集落が密集していることが判明した。ここ では、古墳時代の住

居跡か ら出土した土器について若干検討するこ とにする。

古墳時代中期

市内でのいわゆ る和泉式期の住居跡の検出例は、まだ城山遺跡� 11・57号住居跡の� 2車干のみであり、

今回の72号住居跡を含めて も� 3軒にすぎない。� 

(72号住居跡出土土器〉� 

1は頭部が「 く」字状に屈曲し、 上げ底風を呈する小型椀である。� t甘形土器から派生 したものと

考えられる。� 2はいわゆる内斜口縁時と呼ばれる もので、内面には放射状の細長い暗文がみられる。� 

3・4は高阿形土器で、坪部下端に段をもち、口縁部が直線的に外傾するものである。� 

5は算盤玉状の胴部と上げ底風の小さな底部を もっ士甘形土器である。本遺跡� 11Hに類例があ る。

以上、本遺跡は� 5世紀中葉の所産のものと 考え られる。

古墳時代後期

いわゆる鬼高式期になる と、市内では因子山 ・中野 ・中道遺跡という城山周辺地域で、の検出例が

みられ るようになる。 中でも中里子遺跡� 3号住居跡は、 市内で最も古いカマドをもっ住居で� 5世紀後

半まで朔る可能性がある。現在の ところ 、城山・中野遺跡、を中心として該期の古い住居跡が検出さ

れている。
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(69号住居跡出土土器〉

本遺跡における時形土器は、基本的に 6世紀中葉まで赤彩土器が主流をなしていたが、後半から

赤彩土器はいわゆる比企型師に限定さ れ、その主流は無彩土器に代わ る O しかし、その傍ら黒彩土

器が  6世紀前半頃から使用されており 、以後“赤"と “黒"が色彩感覚において対称的な存在とし

て目 に映る。

本住居跡出土の印形土器の特徴は、赤彩土器に代わって 1 ~ 3の黒色土器が存在することにある。

黒色土器は口径12cm強を測り、頭部に断面三角形の段を もっ有段部で、ある。 4は 1 ~ 3と全く同じ

形態を呈しているものの、黒色処理が施さ れないものであり 、本遺跡  40H-2に類似がある。 5は

口唇上に弱い 1条の沈線がまわるも ので、形態的には陶邑編年の H型式 3段階の須恵器時蓋に類似

する。 8は粗製の土器である。土手形土器については、全体的に法量の媛小化が明確になり、無彩土

器が主流 を なす段階である城山遺跡V~刊期に比定さ れよう。

高時形土器は、口径 12cm前後を測り、底部と口縁部の境に段を もっ赤彩土器でトあり、市内での出

土は初めてであるが、小ぶり の時部と短い脚台部から 、 6世紀末葉以降の特徴といえる O

褒形土器は、 長胴のものと小型の球胴のものがある。前者は口縁部が大きく 外反し、胴部が直線

的な ものである。後者は本遺跡 19Hのものに比べ、底部がまだ大 きくなく、頭部の調整技法が 1H 

-23の土器に類似することか ら、城山遺跡、 V期に比定 されよ う。

甑形土器は、口縁部・胴部形態の特徴や内面にみ られる間隔の疎な細長い磨きから、城山遺跡 V

期に比定される。 

(71号住居跡出土土器〉

時形土器は 3点出土 しており、 1はいわゆる比企型午で、口径は 13cmを測る 2は頭部に稜をも

つやや器高の高い境状のものである。城山遺跡 V期に比定さ れる O

費形土器は、長胴のものと球胴のものがあ り、前者は口縁部が非常に発達し大きく外反し、胴部

は直線的なものである。 4は底部に木葉痕を残す。後者は小型と大型に医別できるが、 7は胴部下

半がスリム であり、該期では異例である O 護形土器にみ られる木葉痕については、 1・3H出土の

からはみられな48Hなどの後出する ものにみられ、さらに最新の 42H・19あり 、で、ものからは皆無 

いこ とから、 城山遺跡V期の新しい段階か ら VI期までと いう比較的限られた段階に残るものと考え

られる。全体的に城山遺跡  V期の新 しい段階に比定される。

甑形土器は、内面にみられる間隔の疎な細長い磨きや粗雑な成形から、城山遺跡 V期の新しい段

階に比定 される。 

(73号住居跡出土土器〉

時形土器は 4点出土 しており、 1・2はいわゆる比企型時で、口径は 13cmを測る o 3はかなり粗

雑観は あるものの、いわゆる模倣咋の系譜にあ るものであ ろう。 4の器形は69H一 1 ~ 4に類似す

るもので、ある。城山遺跡 V期に比定される。

要形土器は、長胴警が出土しており、概して胴部上半に膨らみをもち、頚部に明瞭な段を有する

もので、 69 ・ 71H より後出するタイプと 考 えられる 。 12 ・ 13は底部に木葉痕を残す。 城山遺跡 V~

日期に比定されよう。
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甑形土器は、内面にみられる間隔の組い細長い磨きや組雑な成形から、 城山遺跡、V期の新しい段

階に比定さ れる O 

(75号住居跡出土土器〉
 

1は肩部を もつことから壷形土器と考えられる。
 

2は察形土器。 球状の胴部 と「く」字状の頚部をもっ、いわゆる和泉式の特徴をもっ。類例に 11
 

H-6が、ある。 

3は小型の甑形土器。口縁部は複合口縁を呈 し、器面にはハケ目痕 を顕著に残すものである。

以上、 69・71・73Hは大まかに城山遺跡 V期の新し い段階に比定 されることから、おおよそ 6世

紀末葉から 7世紀初頭の所産でも 7世紀初頭 に近い様相 を呈しているものと考えられる。 

75Hは壷形土器や頭部が「 く」字状を呈する窒形土器などの特徴から 、中野遺跡 3号住居跡より

も古くなる可能性がある。 5世紀後半の所産のであろう O
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